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上
映
に
先
立
ち
、
主
催
者
渡
辺

陽
子
会
長
よ
り
来
賓
へ
の
謝
辞
と

共
に
、
東
北
被
災
地
研
修
で
繋
が

り
が
で
き
た
宮
城
県
東
松
島
市
の

小
野
地
区
仮
設
住
宅
で
手
作
り
さ

れ
て
い
る
ソ
ッ
ク
モ
ン
キ
ー「
お
の

く
ん
」（※

）の
里
親
に
と
の
ア
ピ
ー

ル
が
あ
っ
た
。

　

津
久
井
市
長
の
挨
拶
は―

―

子

ど
も
の
貧
困
率
16
％…

…
ど
こ
に

原
因
が
あ
る
の
か
。
生
ま
れ
る
命

の
大
切
さ
を
伝
え
る
映
画
の
上
映

の
意
義
は
大
き
い
。
少
子
化
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
も（
主
旨
）―

―

と
話
さ
れ
た
。

　

続
く
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
祝
い
た
い
人
の
名
前
を
入

れ
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー

ユ
ー
を
歌
い
、
映
画
が
始
ま
っ
た
。

　

映
画「
う
ま
れ
る
」は
４
組
の
家

族
の
物
語
。
生
ま
れ
る
こ
と
、
生

き
る
こ
と
は
奇
跡
の
連
続
で
あ
る
。

ま
た
、
親
子
の
絆
は
、
胎
内
記
憶
、

胎
内
前
記
憶
を
３
歳
児
の
30
％
が

持
ち―

―

マ
マ
と
パ
パ
を
選
ん
で
、

生
ま
れ
て
き
た―

―

と
い
う
。
そ

れ
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
か
も
知
れ
な

い
が
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の

願
い
で
あ
る
。

　

一
組
の
夫
婦
は
、
両
親
の
不
仲
、

差
別
、
激
し
い
虐
待
を
受
け
、
親

か
ら
愛
さ
れ
な
い
で
育
っ
た…

…

と
思
い
な
が
ら
大
人
と
な
っ
た
が

愛
し
合
う
伴
侶
を
見
つ
け
た
。
夫

は
尊
敬
で
き
な
い
両
親
の
遺
伝
子

を
残
し
た
く
な
い
と
い
う
。
妻
は

母
親
か
ら
受
け
た
虐
待
が
、
い
つ

も
脳
裏
を
か
す
め
る
。
し
か
し
、

二
人
は
親
と
な
る
戸
惑
い
を
抱
き

な
が
ら
妊
娠
を
す
る
。
そ

し
て
、
次
第
に
胎
動
す
る

い
の
ち
と
周
囲
に
励
ま
さ

れ
な
が
ら
自
然
分
娩
す
る
。

出
産
シ
ー
ン
は
、
観
る
人

を
無
条
件
で
感
動
さ
せ
た
。

　

映
画
の
彼
女
は
、
無
条

件
で
愛
し
、
受
け
入
れ
る

環
境
で
育
つ
赤
子
を
自
ら

育
て
、
自
身
の
母
親
を
理

解
し
始
め
る
。

　

次
の
夫
婦
は
、
出
産
予

定
日
に
子
ど
も
を
失
う
。

失
意
の
夫
婦
に
産
科
医
の

医
師
が
天
国
郵
便
局
か
ら

と
、
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
か
ら
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
素
晴
ら
し

い
手
紙
を
届
け
る
。

―
―

す
ぐ
に
、
別
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
分
か
っ
て
い
た
の
。
で

も
、
大
好
き
な
ボ
ク
の
パ
パ
と
マ

マ
に
一
度
だ
け
で
も
会
い
た
く
て
、

神
さ
ま
に
お
願
い
を
し
て
た
の

…
…

天
国
か
ら
い
つ
も
パ
パ
と
マ

マ
を
見
て
い
る
よ（
主
旨
）―

―

夫

婦
は
癒
さ
れ
や
が
て
、
新
た
な
子

ど
も
を
宿
す
。

　

子
ど
も
を
望
み
な
が
ら
授
か
ら

な
い
夫
婦
、
胎
外
受
精
な
ど
あ
ら

ゆ
る
不
妊
治
療
を
試
み
る
。
授
か

ら
な
い
夫
婦
の
生
き
方
も
紹
介
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
完
治
し
な
い
重
度
の
難

病
を
抱
え
て
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
生
命
を
、
か
け
が
え
の
な
い
家

族
の
絆
と
し
て
、
懸
命
に
育
て
る

夫
婦
の
姿
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
の
映
画
に
は
、
生
命
の
尊
さ
、

大
切
さ
を
感
じ
た
と
い
う
多
く
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

８
月
30
日（
土
）市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
て『
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
大
田
原
の
つ
ど
い
２
０
１
４
』が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
、
主
催
団
体
の
大
田
原
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
新
執
行
部
体
制（
会
長
、
渡
辺
陽

子
）が
発
足
し
初
め
て
の
催
し
で
あ
る
。
従
来
、
男
女
共
同
参
画
、
女
性
の
力
の
向
上
な
ど
を
推
進
す
る
著
名

人
の
講
演
を
主
と
し
て
開
催
し
て
き
た
が
、
今
回
は
出
産
と
い
う
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
取
り
あ
げ
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
映
画「
う
ま
れ
る
」が
上
映
さ
れ
た
。
親
子
関
係
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
男
性
の
役
割
、
そ
し
て
私

た
ち
自
身
の
生
命
、
生
き
る
と
い
う
事
を
考
え
、
感
じ
て
頂
け
る
機
会
に
と…

…

。
映
画
へ
の
関
心
の
高
さ

故
か
２
５
５
名
が
来
場
者
。
内
10
代
〜
40
代
の
出
産
世
代
が
４
割
強
、
50
代
ま
で
の
現
役
世
代
が
来
場
者
の

約
６
割
を
占
め
た
。
映
画
の
出
産
シ
ー
ン
で
は
、
自
身
の
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
か
、
思
い
余
っ
て
す
す
り

泣
く
声
が
場
内
に
溢
れ
洩
れ
た
。

※

お
の
く
ん
は
、
被
災
地
の
主
婦
ら
が
復

興
の
願
い
を
込
め
作
っ
た
ソ
ッ
ク
モ
ン

キ
ー
で
あ
る
。
購
入
者
に
は
里
親
と
な
っ

て
頂
き
、
被
災
地
に
里
帰
り
し
て
も
ら
い

た
い
、
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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　「いろどり」という言葉の中に「男女の性差ではなく、人としての多様性を大事にしたい」という願いが込められています。26年度の講
座は「地域と向き合う一歩」をテーマとして、今後の地域づくりに役立てられるような内容です。

　9月18日（木）、「男女共同参画で取組む防災」の講座が開かれ、滝田みどりさんからパルティとちぎ男女共同参画セン

ターで編集された「防災ハンドブック」を資料として、なぜ防災に男女共同参画が必要かのお話をうかがった。

　災害が発生した時、高齢者・障がい者や乳幼児などの援護を必要としている人たちをお世話する役割を担うのは女性が

多い。災害発生３日後の生活を考えて見ると、女性の働き（ケア）はとても大きい。実際に避難所が必要になった場合には、

必ず女性を交えた運営が必要であることが理解できた。

　３．１１の後も、つい最近の広島大水害や二日前の震度５の地震など、災害が増加していると感じる昨今、タイミングの良い

講座であった。

男女共同参画の視点で取組む防災第 回4
講師：とちぎ男女共同参画財団 啓発支援課長　滝田 みどり 氏

ワークライフバランスについて第 回1

　6月26日（木）ワークショップ「ワークライフバランスについて」が行われた。

　ワークショップは、いくつかのワークを体験しつつ、テーマについて考えるきっかけづくりになると話された。

　ワークライフバランスとは「仕事と生活の調和」であり、「人生の各段階におけるさまざまな生活についてバランスをとり

ながら実現すること」と定義付けられた。

　アイスブレークによって和やかになった会場で、テーマに沿ってYES・NOゲーム・グループトーク・ラベルトーク・発表が

展開された。

　まとめとして、これからの生き方のスタイルは、仕事・家庭・地域・生活・休養・自己啓発を含むワークライフバランスであり

たいということだった。

　講師：栃木県那須教育事務所所長補佐 兼 ふれあい学習課長　小滝 威 氏

　7月24日（木）、「シニアの地域デビュー」と題してワークショップが行われ、小針協子さんから宇都宮市で行われた社会

貢献活動事例が紹介され、地域デビューは自分の魅力を輝かせ自らにも喜びをもたらす意義があると学んだ。

　その後、自分の魅力を輝かせる項目として意識・体験・行動の三つがあり、グループメンバー同士で、他己紹介やこれまで

やってきた地域活動を話合い、まとめて発表を行った。最後に各自これからやってみたいことを決意発表して、講座を終了

した。

　参加された人たちが、すでに色々な地域活動を実践されていることがわかり、学びの多い講座であった。

シニアの地域デビュー ～わたしの魅力が輝くとき～第 回2
　講師：とちぎ協働デザインリーグ主任研究員　小針 協子 氏

　8月26日（火）、子どもたちと共に！～児童支援とは～と題し、大田原市主任児童委員部会の皆さんが日頃の活動の中で、

今の子どもたちが置かれている現状を、４つの寸劇で紹介した。【その１】育児放棄；家族、経済環境の変化で身近な所で起

きている。一寸した気づき、おせっかいが子どもを救う。【その２】家庭訪問；保護者の無理解が、家庭教育の把握を困難にし

ている。【その３】保護者の話題；その悪口が、子どもの勉強意欲を削いでいる。【その４】弁当；食は人の下に良と書く。弁当

は子どもへの愛情表現。笑いと、涙の寸劇であっと云う間に時間が過ぎた。最後に、受講生と貴重な意見交換が行われた。

子どもたちと共に！ ～児童支援とは～第 回3
　講師：大田原市民生委員児童委員協議会連合会 主任児童委員部会



輝輝輝
シリーズ あじさいあじさい国際医療福祉大学社会福祉研究部国際医療福祉大学社会福祉研究部

　

６
月
21
日
、福
祉
大
学
ア
ス
リ
ー
ナ

で「
あ
じ
さ
い
」と
、発
達
障
が
い
を
持

つ
子
ど
も
た
ち
の
親
の
会「
ひ
よ
こ
の

会
」と
合
同
で
開
催
す
る「
春
の
共
同

企
画
：
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」が
行
な
わ
れ

た
。

　

創
作
劇『
夢 
〜N

e
ve
r g
ive
 up

〜
』

…

甘
い
も
の
が
大
好
き
な「
あ
り
き

ち
」は
無
事
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
れ
る

か
？…

に
は
、子
ど
も
た
ち
も
参
加
し

て
大
騒
ぎ
。そ
の
後
、「
忍
た
ま
乱
太

郎
」を
合
唱
し
な
が
ら
の
ダ
ン
ス
で

は
、車
椅
子
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

で
踊
っ
て
い
る
。ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で

駆
け
ず
り
回
る
子
ど
も
た
ち
や
、車
椅

子
で
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
を
、大
勢
の
お
兄
さ

ん
・
お
姉
さ
ん
が
を
や
さ
し
く
手
助
け

し
て
い
る
。最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影

を
し
て
、「
お
わ
り
の
ご
あ
い
さ
つ
」と

な
っ
た
。手
作
り
感
が
い
っ
ぱ
い
の
企

画
で
、楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

　

　
「
あ
じ
さ
い
」は
、ま
だ
一
期
生
し
か

い
な
い
１
９
９
５
年
に
数
名
の
部
員

で
設
立
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

　

当
初
は
な
か
な
か
地
域
の
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
ず
、活
動
は
模
索
状
態

で
あ
っ
た
。部
室
も
無
く
、市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長
よ
り
敷
地

内
に
あ
る
空
き
家
を
提
供
さ
れ
て
活

動
拠
点
と
し
た
。二
期
生
・
三
期
生
の

時
代
に
、特
に
那
須
塩
原
市
の「
太
陽

の
里
」職
員
か
ら
良
い
指
導
を
受
け
て

活
動
の
基
礎
が
築
か
れ
、「
ひ
よ
こ
の

会
」・「
太
陽
」・「
ぷ
ら
ね
っ
と
」な
ど
地

域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

成
長
し
て
き
た
。

　

一
年
生
、二
年
生
が
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
が
、あ
じ
卒
と
い
わ
れ
る

「
あ
じ
さ
い
卒
業
式
」に
四
年
生
が
参

加
し
、志
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
所
属
メ
ン
バ
ー
は
２
１
７

名
で
あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
手
の
人

数
に
合
わ
せ
て「
あ
じ
さ
い
」側
の
参

加
人
数
を
調
整
し
て
お
り
、「
ひ
よ
こ

ク
ラ
ブ
」当
日
は
、子
ど
も
25
名
に
対

し「
あ
じ
さ
い
」メ
ン
バ
ー
50
名
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
。

　
「
あ
じ
さ
い
」の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ

ん
を
目
に
す
る
の
は
、福
祉
ふ
れ
あ
い

祭
り（
文
化
会
館
）や
、ふ
れ
あ
い
こ
ど

も
祭
り（
ふ
れ
あ
い
の
丘
）な
ど
大
き

な
行
事
の
時
が
多
い
が
、団
体
と
の
共

同
企
画
行
事
の
開
催
や
託
児
、障
が
い

者
施
設
へ
の
訪
問
・
交
流
、特
別
支
援

学
校
や
小
学
校
の
運
動
会
な
ど
の
行

事
補
助
、老
人
ホ
ー
ム
の
遠
足
支
援
、

そ
の
他
福
祉
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
通
じ
た
依
頼
対
応
な
ど
幅

広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終
了
の
つ
ど
、

一
人
ひ
と
り
が
反
省
点
を
用
紙
に
書

き
、部
員
同
士
で
共
有
し
て
次
の
活
動

に
つ
な
い
で
い
る
。「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」

で
見
た
よ
う
に
、毎
回
工
夫
さ
れ
た
企

画
が
考
案
さ
れ
て
お
り
、充
分
な
練
習

を
行
っ
て
手
抜
き
の
無
い
演
出
で
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
、「
ひ
よ
こ
の
会
」や

「
太
陽
」の
親
御
さ
ん
た
ち
か
ら
強
い

信
頼
を
得
て
い
る
。

　

紫
陽
花
は
色
が
異
な
る
花
が
咲
く
。

「
あ
じ
さ
い
」は
、メ
ン
バ
ー
の
素
質
を

生
か
し
な
が
ら
地
域
の
人
々
と
色
合

い
を
合
わ
せ
、成
長
を
続
け
て
い
る
。

来
年
は
設
立
20
周
年
で
あ
る
。

「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ブ
」に

「
あ
じ
さ
い
」の

　
　
　
企
画
力
を
見
た

一
期
生
数
名
で

立
ち
上
げ
た
活
動
は
、

あ
じ
卒
で
受
け
継
が
れ
る

活
動
ご
と
の
振
り
返
り
・

企
画
力
・
手
抜
き
の

　
　
　
　
　
無
い
活
動

「あじさい」は国際医療福祉大学で一番初めに活動を開始したグループで、ボランティアに参
加したり、部員によるイベント行事を企画したりするなど、地域のグループや施設を訪問・交
流する活動をしている。

連
絡
先
：
0
2
8
7
ー

2
4
ー

3
7
1
9



　宇都宮大学にて、「競争力強化のためのダイバーシティ～女性の力を企業の力に！～」と題して講演が行われた。

　講師の橘・フクシマ・咲江氏はコーン・フェリー・ インターナショナル日本法人社長。2008年ビジネスウイーク誌に「世

界で最も影響力のあるヘッドハンター・トップ100人」に唯一の日本人として選ばれた。

◎グローバル人材に必要な要件（プロフェッショナルなスキルを）

 ・ できない理由を考える前に「どうやるか」前向きに考え自分の能力を自己肯定し向上の方法を意識する。

 ・ 上司の目から自分を見てみる。「作業」でなく「仕事」をする。上司なら「自分が社長だったらどうするか」シミュレーションする。

 ・ 思考の柔軟性が大切、多様性対応能力危機管理等、想定外のトレーニングをする。

◎リーダーになる心構えでは

 ・ 人と競争するより昨日の自分と競争する。どんな機会も有効に活用する。

 ・ 自分のした事、失敗は人のせいにしない。自分の人生は自分で責任を持つ。

 ・ 成功の人生キャリアは自分で作る。「自律と自立」2つのジリツ。

 ・ can-do「危機」はチャンス、無駄な経験はひとつもない。

 ・ マニュアルに頼らず、すべての決め付けを排除する。

◎多様性への対応能力を育成するためには

 ・ 女性人材の育成をしないと日本の競争力は低下する。

 ・ 外柔内剛、自分の信念は譲らず、外には相手の個性や価値観、国情などに柔軟に対応する。

 ・ インテリティ（誠実）に、自分を他の人の立場に置くシミュレーション（疑似体験）をしておく。

　フクシマ氏はソフトで上品な口調で、用件をコンパクトにまとめて話された。性差で扱いの違いや理不尽さを感じても、それを結果

をだすことによってサプライズを起こすこと。そのサプライズが、企業の古い考え方を変えていく糸口となること。何より重要なのは、

グローバルな視点でものを見ること。世界に視野を広げて、その中で自分の立ち位置を考えること。日常における対人関係の考え方に

も通じることだと学んだ。

大田原市民の研修事業大田原市民の研修事業
〈 日時 〉 8月21日（木） 午後1時30分から3時30分     〈 講師 〉 橘・フクシマ・咲江 氏

（パルティ男女共同参画セミナー公開講座に参加）（パルティ男女共同参画セミナー公開講座に参加）

ばらんす掲示板ばらんす掲示板

　市では、積極的に男女共同参画推進に取り組んでいる事業者を募集し、表彰いたします。

　　　　 平成26年11月４日(火)から11月28日(金)

※対象や応募方法等の詳細については、広報11月号に掲載しております。

　　　平成27年1月24日（土）13:00 ～ 14:50　　　　那須野が原ハーモニーホール　

　　　①大田原市男女共同参画推進事業者表彰

　　　②市民力アップ講演会　講師：教育評論家  尾木 直樹 氏

　　　テーマ：ありのままに今を輝く  ～グローバル化時代の生き方論～

※詳細については、広報12月号に掲載を予定しております。

■申込み・お問合わせ先：政策推進課市民協働係　☎23-8715

　新たに編集委員として
紙面作りに参加しました。
　取材でいろいろな方々
のお話を伺い、視野が広
がったような気がしま
す。（岩元）

編集後記

編集委員期 日

募集期間

会 場

内 容

市民力 アップ講演会

平成26年度大田原市男女共同参画推進事業者表彰

尾木  直樹 氏
（五十音順）

岩元  利孝
栗原  敏子
谷辺  範夫
藤沼  久子

　仕事・労働は、充実した生活人生を送るための糧でもあるが、過労死、精神疾患、家庭崩壊に至ったりして、ワークライフバ

ランスが叫ばれるようになった。男性の家事、育児参加を「カジメン」、「イクメン」として耳にする事も多くなったが、高齢化

率が高くなるに従い家族の介護や看護を理由とした離職・転職者数は、昨年 1 年間に 10 万人を超えた。介護保険制度や大田原

市における高齢者介護を支える仕組みについての知識・情報を得て、「一人ひとりが夢や希望を実現できる豊かな人生」を考え

てみましょう。

ひとりひとりが幸せな社会のために ～仕事と生活の調和（ワークライフバランス）～
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